
分科会②：PT調査データ・用語等の詳しい解説
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調査票の記入
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演習：調査票の記入
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１．調査票を用いた演習

調査票を実際に記入してみて、PT調査に対する理解を深める。

２．演習の解説

演習の解説及び記入に関する注意点や記入しないトリップといった

留意点を通じて、PT調査データの特徴に対する理解を深める。

演習内容



演習：調査票の記入

１. 調査票を用いた演習

（１）回答者が確認する調査物件、調査票に関する説明

（２）演習：調査票への記入

3
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(1) 回答者が確認する調査物件、
調査票に関する説明

２. 調査票を用いた演習



演習：調査票の記入

調査対象者に届く調査物件
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調査対象者には以下のような調査物件が届く

封入されている記入例等をもとに回答者は調査票を記入

１．調査票を用いた演習

【調査物件（例）】

挨拶状

世帯票（調査票）

個人票（調査票）

意識調査票（調査票）

記入例

返信用封筒



演習：調査票の記入

調査対象者に届く調査物件

調査対象者には以下のような調査物件が届く

封入されている調査概要をもとに回答者は調査票を記入

１．調査票を用いた演習
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◇調査票記入例（おもて面） 個人票の記入例が参考として明記されている



演習：調査票の記入

調査対象者に届く調査物件

１．調査票を用いた演習
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◇調査票記入例（うら面）

記入上の注意点

記入しない動き

施設の具体例

目的の具体例



演習：調査票の記入

世帯票への記入項目
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調査項目
現住所

続柄個人属性
性別
年齢

就業形態勤務
職業
産業
勤務先・通学先の所在地
勤務開始時刻
自動車免許保有免許等
免許の返納意向
自由に使える自動車の有無
カーシェアリングの利用状況
外出に関しての困難の有無身体状況
要介護認定の有無
障害者手帳の有無
通勤・通学定期券の有無定期・IC
交通系ICカードの利用状況

自動車の保有台数自動車
車種（EV車等）車種等保有
所有者
車載装置（ETC等）
自動車の保管場所

世帯年収
居住形態居住関連
住居の所有形態
居住年数
転居する前の居住地

世帯票に
おける
調査項目

添付の調査票に

掲載されている項目

凡例



演習：調査票の記入

世帯票への記入項目
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調査票における記入箇所（世帯票）

住所

性別

年齢

職業

（職業をお持ちもしくは学生の方）

就業形態

勤務先等の住所

運転免許有無

自由に使える

自動車の有無

（世帯全体について）

自動車等の保有状況

外出に関

しての困

難の有無



演習：調査票の記入

個人票への記入項目
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個人票におけるトリップの調査項目例

※ 世帯票の調査項目から個人の属性ごと（性別、年齢、世帯構成、居住地
など）に、上記の項目を把握することが可能

② 到着地⑥ 移動の目的① 出発地

④ 到着時刻⑦ 利用した交通手段③ 出発時刻

⑤ 施設の種類⑧ 交通手段毎の所要時間

⑬ 駐車場所（⑨ 移動距離）

⑩ 運転有無

⑪ 乗車人数・同行人数

⑫ 有料道路利用状況

到
着
地

出
発
地

ト
リ
ッ
プ

調
査
項
目



演習：調査票の記入

個人票への記入項目
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調査票における記入箇所（個人票）

調査日

①出発地

②到着地（次の移動の出発地）

⑤施設の種類

⑥移動の目的

⑦利用した交通手段

⑪乗車人数・同行人数

⑧交通手段毎の所要時間

⑩運転有無

⑫有料道路利用状況

③出発時刻 ④到着時刻
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(2)演習：調査票への記入

２. 調査票を用いた演習



13

次頁に提示されている動きについて、別添の調査票（個人票）に
実際に記入してください【記入時間：20分】
別添の調査票（個人票）のイメージ ※時間に余裕がありましたら世帯票にもご記入ください。



演習

自宅 西船橋駅

大手町駅

●●工場
千葉県野田市野田425

勤務先

飲食店

プロフィール
年 齢：43
性 別：男
職 業：運輸通信従事者
産 業：複合サービス業
住 所：千葉県船橋市西船4丁目
勤務先：東京都千代田区丸の内7丁目

サラリーマンの例

徒歩
バス
鉄道
自動車（軽自動車/タクシー）

徒歩 路線
バス

タクシー

東京メトロ
東西線

軽自動車

徒歩

徒歩

徒歩

軽自動車

印内
バス停

7：35発 7：40着 7：46発 7：56着

22：53着 22：43発 8：11発

8：47着

22：43着

8:49発

22：20発

8:52着
13：03発

17：20着

14：08着

16：15発

19：05発

19：14着

22：07発 22：14着

東京都千代田区
丸の内8丁目

本人が運転/同乗者1名
事務所の敷地内に駐車

本人が運転/同乗者1名
取引先の敷地内に駐車

会社の車で打合せのために移動

飲み会へ移動
（４人で）

帰宅

事務所

徒歩

倉庫

16：10発

16：15着

15：45着

15：40発

キオスク（駅構内）

コーヒーを
購入

キッチンカー

12：12発

12：05着

12：15着

12：02発

徒歩

徒歩

東京都千代田区
丸の内7丁目

※高速道路は利用しない
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演習：調査票の記入

２. 演習の解説

（１）演習の解説

（２）PT調査票を記入する際に注意するトリップ

（３）PT調査票に記入しない動き
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(1) 演習の解説

２. 調査票を用いた演習
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演習：調査票の記入

演習の解説 [はじめにいた場所～1番目に行った場所]
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出発地・到着地
乗り換え地点
利用した交通手段



演習：調査票の記入

演習の解説 [はじめにいた場所～1番目に行った場所]
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目的地への途中での
買物のための移動は
トリップとしない

乗り換えための
徒歩は記入しない

出発地・到着地
乗り換え地点
利用した交通手段



演習：調査票の記入

演習の解説 [1番目に行った場所～2番目に行った場所]
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出発地・到着地
乗り換え地点
利用した交通手段



演習：調査票の記入

演習の解説 [2番目に行った場所～3番目に行った場所]
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出発地・到着地
乗り換え地点
利用した交通手段



演習：調査票の記入

演習の解説 [3番目に行った場所～4番目に行った場所]
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同一敷地内での移動
はトリップとしない

出発地・到着地
乗り換え地点
利用した交通手段



演習：調査票の記入
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演習の解説 [3番目に行った場所～4番目に行った場所]



演習：調査票の記入

演習の解説 [4番目に行った場所～5番目に行った場所]
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出発地・到着地
乗り換え地点
利用した交通手段



演習：調査票の記入

演習の解説 [5番目に行った場所～6番目に行った場所]
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出発地・到着地
乗り換え地点
利用した交通手段



演習：調査票の記入

演習の解説 [6番目に行った場所～7番目に行った場所]

27

出発地・到着地
乗り換え地点
利用した交通手段
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(2) PT調査票を記入する際に
注意するトリップ

２. 調査票を用いた演習



演習：調査票の記入
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（せまい範囲内での配達の例）

新聞、牛乳などの配達または集金、道路の維持管理、
電気・ガス・水道などの検針、集金などのように、
『同一目的』で、『狭い範囲（おおむね町丁目、字単位）内』
で複数の場所へ立ち寄った場合

狭い範囲内の代表地点または主要施設を到着地､出発地と
して往復2トリップとする｡

２. 調査票を用いた演習



演習：調査票の記入
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（繰り返し往復するトリップの例）

寿司屋やそば屋の配達、ダンプカーによる採石場と工事現
場の往復のようなピストン輸送をするトリップ
１回ごとにトリップとして全てのトリップをとる。

出前途中での立ち寄りは、狭い範囲（同一町丁目程度）の場
合は、まとめて、その町丁目または主要な立ち寄り先などを
その狭い範囲の代表として、１つの到着地、出発地とする。

２. 調査票を用いた演習

自宅 寿司屋

１回目【勤務先へ】

２回目【配達】

３回目【勤務先へ】

４回目【配達】

５回目
【勤務先へ】

６回目
【配達】

７回目
【勤務先へ】

８回目【自宅へ】



演習：調査票の記入
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（広範囲にわたる配達の例）

お得意先への配達や営業のように同一目的で、広範囲に
わたって複数の場所に立ち寄る場合

動いた場所を狭い範囲（おおむね町丁目、字単位）ごとにま
とめ狭い範囲相互間の動きを一つのトリップとする。

この場合、到着地・出発地は、まとめた狭い範囲内の代表地
点または主要施設とする。

２. 調査票を用いた演習



演習：調査票の記入
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（はっきりした目的地を持たない散歩、ジョギング、
ドライブなどの例）

最遠点を以てその目的地と考え、往復で２トリップ扱いとす
る。

<例> 観光、レクリエーション、レジャーなどで到着地が漠然としている場合は、
施設名、または名所・旧跡名で記入する。
なお、施設内での動きはトリップとしない。

２. 調査票を用いた演習

○○花園

１回目【行楽】 公園（公園内での動きは
トリップとしない）

２回目【行楽】

３回目【自宅へ】

自宅
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(3) PT調査票に記入しない動き

２. 調査票を用いた演習



演習：調査票の記入
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（同一敷地内での移動）

工場の同一敷地にある工場から倉庫へ、倉庫から事務所
へと行った動きはトリップとしない。また学校構内での授業
のための移動もトリップとしない。

ただし公団住宅のような場合の棟から棟への移動はトリッ
プとする。

 
工　場

工　場

事務所

同一敷地

×

２. 調査票を用いた演習



演習：調査票の記入
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（目的地への途中での新聞、たばこなどの買物のた
めの移動）

目的地への途中での、新聞、たばこ、ガムなどの買物、牛
乳、清涼飲料水などの立ち飲み、鉄道利用者の駅構内で
の買物、ガソリンスタンドでの給油などはトリップとしない。

売店
（鉄道駅のキオスク等）

自宅 勤務先目的：出勤

２. 調査票を用いた演習

トリップとしない
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PT調査は人の一日の活動を把握可能
多様な施策の検討、将来の交通予測に活用可能な
便利なデータ

ただし、その分、調査の対象者には一定程度負担が
かかる

調査を実施する場合には、効率的に効果的に行うという
意識が重要

回答しやすさの向上（オンラインでの回答促進）、
調査の簡素化、広報活動…

調査票の記入演習：解説まとめ

２. 調査票を用いた演習



演習お疲れさまでした
ご不明な点がございましたら、
遠慮なくお問い合わせください！

一般財団法人 計量計画研究所

都市地域・環境部門 宮木祐任

〒162-0845 東京都新宿区市谷本村町2-9

TEL：080-4133-3589（社用、直通）

E-mail：mmiyaki@ibs.or.jp


